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新春餅つき大会 

1 月 10 日（日）豊小学校校庭 

当町会の事始

めは「新春餅つ

き大会」です。

豊小学校のご

協力で大勢の

人が校庭に集

まり、新年を祝

いつつ楽しい

ひと時を過ごします。つきたてのお餅とトン汁

を無料で来場者に振る舞うために成年部、子供

会、婦人部の皆さんが中心となって前の日から

準備をして約 500 人の来場者を迎えます。釜

戸でマキを焚いて蒸かすもち米は 120kg（27
臼）。つき手と返し手も大勢必要になるので、

も町内の皆さんと一緒に、学校近くの低見台公

園にある町会の防災倉庫から資機材をリヤカ

ーで運んでいただくなど、まさに合同の防災訓

練といえます。災害への備えは人と人との絆が

一番大事なのです。 

がれている伝統文

化で、柏市の出初

式にも花を添えて

います。木やり節

とともに登場する

中には豊小の卒業

生もいます。まさ

豊小の先生方やＰ

ＴＡのお父さんま

で担ぎ出されま

す。ちびっこたち

も補助をもらいつ

つ杵をもってチャ

レンジします。 

このイベントにはもう一つ防災訓練という

目的はがあります。緊急避難場所の豊小学校

と、地元町会が一緒に校庭で煮炊きをすること

は、とても意義のあることです。また先生方に

防災訓練の一環として 

お正月の風物詩 

しく地域が一体となって迎える新年に相応し

い演技といえるでしょう。 
お正月の風物詩といえば、凧揚げをはじめ羽

根突き、駒回しなど懐かしい遊びがありまし

た。そのような遊びを校庭で体験してもらおう

と、明寿会（老人会）の皆さんがちびっこたち

に遊び方を教え

てくれます。 
食器とお箸を

ご持参のうえ、寒

中ではあります

がご家族でお出

かけください。 

当日は町内の「高橋鳶」さんのご厚意で、本

格的な「はしご乗り」を間近で実演していただ

きます。江戸の火消から現代の鳶職人に受け継

今号のご案内 

 餅つき大会のご案内 

 共助の要「自主防災組織」 

 地域の為の「ふるさと協議会」 

 ふるさと会館だより 

年末のお知らせ 

資源報奨金還元 （各区で順次配布） 

皆さんにいつも分別して出していただいて

いる資源ごみの総重量に応じて、柏市から町会

に報奨金が支給されています。その一部を各世

帯に還元する意味で、今年も「可燃ごみ袋 1
セット」を配布します。ありがとうございまし

た。今後も古新聞などは市の資源回収日に出す

ようにお願いいたします。 
年末防犯パトロール （12/19 17:00～） 

毎月第 1土曜日に成年部が中心となって町内

をパトロールしていますが、当町会は広いので

毎月のパトロールでは一部の地域を順番に回

っています。しかし毎年春と年末に町内を挙げ

て一斉にパトロールを実施しています。ふるさ

と会館にご集合ください。大きな声で「火の用

心」を地域に呼び掛けましょう。 
ふるさと会館大掃除 （12/23） 

きれいな会館で新年を迎えられるように事

務局、成年部、婦人部が中心となってふるさと

会館の大掃除を実施します。 
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町会組織の他

に当町内には、自

主防災組織があ

ります。なぜ別組

織なのかという

と自主防災組織

の役員は、町会の

役員のように当

行っています。今年は 10 月 10 日（土）に低

見台公園で実施しました。何も準備をせず、防

災倉庫の前に集合し、初参加の方を中心に、防

災倉庫内から道具を搬出して野外炊飯をしま

す。器具の点検と操作の練習として、町内各所

のご協力をただき、集まった廃材や倒木をチェ

ーンソーやン鉈を使って焚き付けにします。一

人でも多くの人に、非常時に役立つ野外炊飯を

体験していただきたいものです。 

共助のカナメ 

豊町東町会 自主防災組織 

番制という訳にはいかないからです。チェーン

ソーや発動機といった一般家庭では馴染みの

ない防災機器操作やメンテナンス方法の習得、

町外関係各所との連携や防災に関する情報収

集など、年々変化と改善がなされていくノウハ

ウは組織や担当役員に蓄積されていかなけれ

文字通りの防

災訓練としては、

前号でもご紹介

した春の「図上訓

練」。そして秋に

は薪を使ってカ

マドで炊飯する

「炊出し訓練」を

ばなりません。し

たがって複数年

に渡って自主防

災に携わること

ができる方を中

心に組織を構成

しなければなら

ないのです。 
汚水流出断水時に 

給水活動を実施！ 
災害の対策として発足

した同組織ですが、東日

本大震災以前は形ばか

りのものでしかありま

今年も炊出し訓練実施！ 

10 月 10 日 低見台公園 

せんでした。しかし震災時に現役世代のほとん

どが帰宅難民となり家族との連絡も取れない

という経験から、非常時には地域の人と、日頃

から絆を持つことがいかに大事かを痛感し、成

年部を中心としたより実践的な組織づくりを

始めました。 
震災の翌年。

利根川水系の

上流で工場の

有害排水が流

出し、柏市を中

心に大規模な

断水事故が発

生しました。市の対応は市内の 10 地点で給水

を行うのが精いっぱいで、避難所である豊小で

は給水が行われませんでした。しかし土曜日で

あったことが幸いし、井戸をお持ちのお宅にお

願いして、汲み上げた井戸水を、成年部員が何

度も往復してふるさと会館に運び、数百人の

方々に給水しました。また民生委員の皆さんと

も連携し、独居の高齢者に水をお届けしまし

た。事前の打ち合わせなど何もない中で、ぶっ

つけ本番の給水活動ができた背景には「共助の

精神」が町内の皆さんの中に芽生えてきたから

だと言えるでしょう。 

私たちの住む「豊町

東町会」は柏市の定め

る行政区【富里地域】

に属しています。地図

成され、富里近

隣センターを拠

点に活動してい

ます。またこの

地域は柏市社会

福祉協議会や、

柏市防犯協会の

下部組織の構成

地域にもなって

います。 

が示すよう

にJR柏駅～

南柏駅を挟

む一帯で構

町会の垣根を超えて！ 

富里地域ふるさと協議会 
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///// 編集後記 ///// 
「東風」（こち）Vol2 では主に当町会を

はじめ地域の協議会などの組織について

ご紹介させていただきました。いずれも普

段の生活の中であまり意識することがな

いかもしれませんが、いざというときには

なくてはならない組織です。そのような組

織の運営に携わっているのはすべてボラ

ンティアの方々です。次号からはそのよう

な人々に焦点をあてた内容も織り込んで

行きます。皆さんのお隣さんの話題が出て

くるかもしれません。お楽しみに・・・・・ 
（事務局広報部） 

第 34 回「ふれあい体育祭」 

10 月 18 日 豊小学校校庭 

富里地域ふるさと協議会（以下ふる協と略）

は、北から「栄町町会」、「通一丁目町会」、「泉

町町会」、「富里町会」、「緑ヶ丘町会」、「豊町西

町会」に当町会を加えた 7 町会が所属してお

り、各町会から選出された委員のみなさんによ

って様々な福祉活動や、イベントなどを企画運

営しています。なかでも秋季には「体育祭」や

「文化祭」をはじめイベントが集中します。 

学校の校庭をお借りするのですが、地域の６割

強の児童が第三小学校に通っているため、会場

は 3 年の内 2 回を第三小学校、1 回を豊小学校

にしています。今年は豊小学校が会場になるの

で、地元町会である当町会としても一層力が入

りましたが、総合成績 3 位という結果に終わり

ました。「地域内で最も世帯数の多い町会なの

にどうして優勝じゃないの？」と疑問を持つ方

も多いのですが、出場希望者が多いため、有力

選手を選んでいる余裕がないというのが実情

です。しかし屋外で楽しく皆さんとお弁当を食

べた 1 日は良い思い出になりました。来年は第

三小学校が会場となります。ぜひご家族でご参

加ください。 

毎 年 行 わ

れるふる協

主催の「ふれ

あい体育祭」

は今年で 34
回を数える

に至りまし

た。会場は小

ふる協主催

の文化祭は昭

和 59 年に「第

1 回文化祭展

示会」として

開催されまし

た。以来芸術

の秋に地域の

アーティスト

第 32 回「ふれあい文化祭」 

10 月 31 日・11 月 1 日 富里近隣センター 

たちの力作が、近隣センターで展示されてきま

した。開催期間が 2 日間になってからは、展示

会だけでなくミニコンサートを開いたり、屋外

に「こども広場」を設けたり、駐車場では各町

会が模擬店を

出店するなど、

イベントも盛

りだくさんに

なりました。 
当町会から

も、婦人部の手

芸作品をはじ

近況レポート 

秋の日帰りバスツアー（11/12） 

恒例の婦人部企画

の日帰りツアーです

が、今年は北茨城の

「花貫渓谷」で紅葉狩

りをしたあと、秋の太

平洋を望みながら海

沿いを散策してきま

した。町外からも「早く知っていれば」と参

加希望の声が多く、次回は町外にも早めにご

案内しなくてはと反省しました。 
地元消防団による AED 講習会（11/22） 
ふるさと会館に「ＡＥＤ」が設置されたこと

もあり、わが町の消防団が講習会を開いてくれ

ました。行政に頼らず、地域で救命への取組み

が始まったこと

は、絆が育まれて

きている証です。

今後も定期的に実

施しますので皆さ

んの参加をお待ち

しています。 

め絵画や書など多くの作品が出展され、文化祭

を支えています。各町会が担当する模擬店では

「手作り」をもっとうに、今年は暖かいうどん

を提供しました。来年はぜひあなたのアート作

品も出展してください。 
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ふるさと会館を利用するサークルが新たに 2

つ加わりました。いずれもただ今会員募集中で

す。興味のある方は見学してみては？ 

Tel & Fax  04-7169-1101 
〒277-0863 柏市豊四季 951-10 

（注）豊町ふるさと会館は 12 月 23 日（水）

～1 月 6 日（水）の間、休館（管理人不在）で

すが、会館の利用は出来ますので、早めにお申

込みをしてください。 

当 日 は

家 庭 で は

体 験 で き

な い 様 々

な 訓 練 メ

ニ ュ ー を

用 意 し て

います。 
 起震車による地震の疑似体験 

 水消火器を利用した初期消火訓練 

 119 番緊急通報訓練 

 最新の火災発生状況の報告と講話 

体験したあとには、水を注ぐだけで可食状

態になるアルファ米の復元実演も行います。非

常食として第 2 次大戦の頃に開発されアルフ

ァ米ですが、味の点で今一つの評判でした。最

近のものはどうで

しょうか？ 訓練

終了後には婦人部

の皆さんの手作り

カレーで試食して

いただきます。 

今回の訓練から当日に防災

関連グッズを販売することに

なりました。特に見落としがち

なのが消火器です。種類にもよ

りますが、一般的な家庭用の消

火器の場合、耐用年数は 5～10
年なので購入後 5 年以上経過

したものは、消火器のラベルを

確認してみてください。すでに

期限が過ぎている場合は買い

消防訓練に参加しましょう！ 

ふるさと会館消防訓練 

替えをお勧めします。その際古い消火器をお持

ちいただければ業者が引き取ります。 
毎年の消防訓練の日をご自宅でも防災点検

日と位置づけてみませんか？ 備蓄品をそろ

えるだけが防災対策ではありません。訓練に参

ふるさと会館を利用しましょう！ 

申込 毎週（火木土 9:30～12:00） 

年明けの 1 月 30 日(土)午前 10 時。消防署

から指導員をお招きし、消防訓練を行います。

不特定多数の人が出入りする施設には年 1 回

以上の実施が義務付けられており当館では毎

年 1 月に実施しています。 

消火器の点検はお済みですか？ 

消火器の引き取り販売 

新しいサークルができました！ 

会員募集中 

加して新しい防災用品の情報や防災知識を得

ることも重要です。皆さんの積極的な参加をお

待ちしています。 

静光会（書道教室） 

近隣センターで行われた

文化祭にも素晴らしい書を

出展していただきました。町

内にお住いの先生がご指導

してくださいます。  
漢字・仮名・ペン字・硬筆 

 幼時から大人まで 
 初歩から作品作りまで  
お問合せ（金子） 

０４－７１７６－６８２６  
豊町健康麻雀クラブ（仮称） 

町内外から発足

を望む声が多く、

春から企画をして

きましたが、この

たびやっとスター

トすることになり

ました。会員が増

えたら段位戦や名人戦、他クラブとの交流戦な

ど、楽しい企画のあるクラブになってもらいた

いものです。 
応募資格：ご自身でお越しいただける方 

注意事項：遊戯中の飲酒・喫煙は禁止 

お問合せ（豊町ふるさと会館） 


